
大
軍
回
年
六
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二
十
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日
第
三
圃
割
個
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園
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A
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一
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a
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捨

刷

華

麗

消
費
税
に
於
け
る
砂
糖
税
の
地
位
・
教
授
清
博
士

徳

川

幕

府

の

財

政

に

つ

い

て

華

料

理

望

酒
税
の
時
搬
を
論
ず
・

助
教
民
法
吊
士

論

帥
附

英
国
炭
坑
闘
有
問
題

輸
出
信
用
保
険
制
度
制
定
。
提
案
詰

語

凪

論

沌

農
奴
解
放
後
以
露
凶
亜
の
土
地
問
題
!
-
籾
m
m
I

ル

人

喰

，
L

‘t
一
mγ
一一

#

告

ホ

』

ぺ

U
U
R
モ
ヤ
r

組神間中博士

僻

惟

鈍

隙

英
吉
利
の
商
工
立
国
政
策

造
艦
舶
工
場
に
於
け
る
公
傷
牢

抑
逸

ω労
働
者
銀
行

失
業
ご
物
債
の
嬰
動
・

法

A
T

枠
議
共
同
施
閤
奨
附
凱
則
・
白
仲
良
創
設
昨
日
仰
山
川
渦
川
・
乳
向
卵
共
同
品
川
川
奨
励
叫
別

助
孜
円
札
制
抑
叫
F
J
1

彦
根
川
い
や
向
荒
川
宇
校

教
担
割
前
刊
門
r
4」

卿
諸
制
約
抑
県
土

制
滑
川
市
ナ 第

時

載
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見)二E戸
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一
現
象
に
過
ぎ
す
、
従
て
事
も
特
川
揮
の
意
義
を
附
す
べ

き
も

ωで
な
い
ご
す
る
も
の
、
(
ゴ
一
)
英
古
利
は
人
口
渇

一
剰
一
℃
あ
る
か
ら
、
大
戦
以
来
の
新
放
路
を
根
本
的
に
革

新
す
る
に
あ
ら

F
れ
ば
、
好
況
を
期
待
L
得
す
己
す
る

も
的
等
で
あ
る
。

此
等
的
説
明
中
(
二
及
ぴ
(
三
は
多
少
の
真
理
を
包

巧
言
。
ロ
日
-
4
E
E
司
自
国
は
コ
盟
主
制
加
-
へ
の
見
た
る
英
宵
利
一
合
す
る
も
、
人
口
問
中
者
仁
ピ
り
て
は
第
一
-
伝
説
明
が
最

人
口
問
問
」

(ESE-u
官
官
E
E
官。
E
g
自
由

3
5
2
一
色
研
究
に
値
し
て
ゐ
る
。
吾
人
に
子
り
て
現
今
の
英
吉

〉
目
。
ロ
自
コ
)
と
題
す
る
論
文
を
吋
Z
F
oロO
百
円

H
E
E
-
-
H
E
Z
-
一
利
内
経
協
制
服
態
が
典
昧
ゐ
る
所
以
は
、
之
に
由
て
商
工

♂
誌
に
寄
せ
、
主
円
判
。
而
工
立
問
政
策
の
行
副
れ
る
を
指
摘
し
て
一
立
闘
政
策
を
採
れ
る
凶
家
に
於
け
る
人
口
増
殖
過
税
の

英
吉
刺
羽
在
由
人
口
を
昨
日
す
る
に
位
良
識
を
復
興
す
る
的
必
要
あ
る
↑

一
性
質
合
明
白
な
ら
し
め
得
る
か
ら
で
あ
る
o

此
山
過
程

在
力
説

L
て
ゐ
る
。
余
は
本
論
文
を
叫
て
甚
だ
興
味
あ
る
も
u
k
信
ず
一

る
が
般
に
、
「
英
古
利
山
尚
工
立
同
政
策
」
の
掴
円
下
に
、
共
自
担
?
一
を
義
〈
理
解
す
る
こ

E
は
、
二
十
陛
犯
の
商
工
業
界
に

ホ
に
制
介
す
る
こ
と
L

す

る

。

一

於

工

優

越

せ

る

地

位

を

獲

得

せ

ん

ご

願

ふ

北

米

合

衆

国

一

緒

言

一

及

び

其

ω他
ω訪
問
問
仁

z
h
て
極
的

τ有
益
で
あ
る
。

英
吉
利

ω現
犯
の
経
済
的
不
況
に
閲
し
て
は
、
大
館
一
葦

L
此
等
山
諸
闘
が
此

ω努
力
に
成
功
す
る
粍
皮
に
路

左
の
三
絞
り
説
明
が
下
さ
れ

τ
ゐ
る
o

印
も
(
一
)
英
吉
一
じ
て
、
英
吉
利
己
同
様
に
、
食
糧
HA
ぴ
諸
原
料
は
之
を

利
の
勢
働
は
柏
市
平
低
〈
、
属
工
忌
業
争
」
仙
一
品
辿
す
る
が
故
一
外
国
に
依
籾
し
、
工
業
品
の
版
寅
は
之
を
外
側
市
場
に

に
、
崎
労
働
が
一
一
肘
路
市
宇
高
〈
、
且
つ
一
府
泉
両
日
に
仕
一
求
め

F
る
を
符
さ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
有
ら
ゆ
る

一
帯
仁
従
執
す
る
他
り
諸
凶
ご
統
守
す
る
も
勝
算
を
有
せ
成
功
は
犠
牲
を
掛
っ
て
獲
得
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
り

す
ご
す
る
も
の
、
つ
二
現
今
の
不
況
は
経
済
循
環
r

り
て
、
英
古
利
の
如
〈
世
界
商
業
に
成
功
せ
ん
ご
す
る
な

籍

言葉

英
吉
利
の
商
工
立
国
政
策

八

木

芳

之

助

期E

体

英
許
制
山
町
ユ
立
問
政
鉱

が
二
寸
三
世
世

(
第
三
蹴

凹

λ
ロ一



雑

総

実
古
利
白
向
工
立
国
政
筑

ら
ば
、
之
が
努
力
H
A
ぴ
到
注
に
於
て
支
梯
は
ぎ
る
を
得

5
る
犠
牲
を
明
岐
に
意
識
し
て
之
を
結
局
す
川
、
き
で
あ

る
。
英
古
口
利
的
現
在
凶
絞
憐
的
不
況
を
正
賞
に
判
断
す

る
に
必
要
な
る
高
野
を
論
議
す
る
に
先
も
、
共
有
利
e
ど

し
て
陛
界
の
工
場
た
ら
し
め
た
る
諸
保
件
を
儲
川
市
に
逃

よ
る
で
あ
ら
う
。英

有
利
山
一
工
業
的
時
間
越
を
有
刺
な
ら

し
め
た
る
諸
伐
件

十
九
陛
紀
り
大
公
J
r
通
じ
て
英
士
口
利
の
工
業
、
金
融

及
び
政
治
的
低
越
を
可
能
な
ら
し
め
た
る
諸
保
件
記
[

て
は
、
久

L
き
以
前
か
ら
確
立
さ
れ
た
る
或
柿
揃
工
業

|
|
殊
に
紡
印
刷
業
|
|
ω
優
越
、
動
力
|
|
特
に
恭
試

力
|
|
に
依
一
1
蓮
制
刊
さ
る
、
…
機
械
ω
品
目
明
及
び
採
用
、

動
力
機
械
の
使
用
を
低
安
且
円
容
易
な
ら

L
む
る
天
然

資
跡
的
存
泊
、
海
運
及
び
外
側
貿
易
ω
資
M
此
守
山
静
易
な

ら
[
h
u
品
川
昨
年
及
び
船
舶
り
所
羽
、
手
近
に
存
庇
寸
ゐ

諦
矧
料
M
A
ぴ
説
的
四
件
を
利
用
す
る
W
H
M
川
村
減
H
A
ぴ円円仇間

的
精
一
脚
等
を
血
中
川
、
べ
き
で
の
る
。
英
tn利
の
商
工
業
り

進
歩
は
甚
に
仰
大
仁
l
d
t
持
山
川
的
で
め
hJ
、
諸
問
民
じ

謝
す
る
央
官
利
の
政
治
的
支
配
の
崎
張
は
、
欧
洲
列
国

第
二
十
三
谷

(
第
三
枕
三
一
一
四
)

同
化
叫

に
よ
っ
て
術
品
急
速
に
制
瓜
苫
晶
、
肢
が
な
か
っ
た
か

ら
、
成
育
す
る
な
ら
ば
反
掛
的
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
磁

針
勢
力
仁
針

L
一
ー
は
、
殆
ん
ど
社
主
が
挑
は
れ
な
か
っ

た
o
刑

判

逸

ω
古
川
仁
業
の
俊
民
に
件
ふ
て
、
二
十
世
紀
の

蛍
初
に
、
英
古
利
ω
経
済
的
水
平
線
に
最
初
の
日
目
の
隔

一
誌
が
現
は
れ
た
。
之
で
さ
へ
も
常
然
受
〈
べ
き
笹
山
の
注

意
を
受
け
な
か
っ
た
。
蓋
し
商
工
業
H
A
ぴ
合
融
界
に
於

τ政
代
総
続
日
る
成
功
は
、
英
古
利
ω
支
削
的
地
位
を

し
て
湖
、
汐
正
同
川
町
に
自
然
的
に
し

τ不
可
避
的
で
め

h

且
つ
締
来
日
民
〈
確
保
古
る
べ
き
も
の
正
信

A
U
L
め
た
か

ら
で
あ
る
。

此
ω
和
ω
心
的
傾
向
は
多
数
山
人
ケ
ゼ
し
℃
、
英
土
日

利
ω
偉
大
な
る
繁
栄
ご
資
力
正
は
特
殊
部
備
に
基
く
も

ゆ
で
あ
っ
て
、
北
(
ω
若
干
凶
も
ω
は
同
盟
化
す
べ
き
も
の

な
る
事
を
無
脱
せ
[
む
る
に
至
っ
た
心
英
古
利
の
正
業

後
述
凶
初
期
に
享
受
せ
る
計
子
山
利
盆
が
消
滅
す
る
に

伶
ひ
、
歩
胡
加
に
に
せ
な
か
っ
た
抗
守
に
地
池
せ
古
る
を

得
な
か
っ
た
。
大
戦
は
此
等
ω
航
併
を
烈
上
か
ら
[

め
、
英
古
μ
利
ω
常
初
の
若
干
利
益
企
消
滅
に
師
せ
し
め

た
o

其
の
結
果
英
有
利
は
今
や
異
の
競
守
に
遭
迦

L
・



複
雑
に
組
織
さ
れ
た
る
近
代
的
商
L
岡
山
邪
は
縫
初
の
臭
於
げ
る
白
幽
工
業

ω後
瓜
に
慌
援
な
る
考
慮
を
梯
は
な

の
試
練
を
受
り

F
る
を
得
5
る
に
歪

ZHQ
外
凶
貿
易
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
外
側
貿
易
に
斯
〈
依
頼
す
る
岡
山
部
刊

の
た
め
に
、
主
ご
し
て
商
問
正
表
的
に
組
織
品
れ
た
る
英
一

z
h
て
は
、
市
場
を
失
ム
守
』
ご
は
重
大
掛
件
で
め
る
c

吉
一
洲
一
炉
、
械
後
一
欧
州
の
経
情
的
支
配
者
ご
し
て
残
#
一
然
。
。
仁
大
戦
以
従
来
外
国
品
を
購
民
せ
る
多
数
の
諸
岡

レト，

t
在
川
純
済
的
組
一
ル
ぜ
以
て
、
従
前
ご
同
様
に
共
一
を
し
て
自
給
を
闘
ら
し
む
る
に
歪
つ
ヤ
而
し
バ
一
位

の
人
日
必
維
持
l
得

aLM否
仁
炉
問
題
で
わ
る
o

此

ω
一
r来
日
炉
設
立
さ
る
、
な
ら
ば
、
之
jf
略
的
す

i
川
、
-
川

間
町
附
唱
に
答
ふ
ゐ
た
め
淀
士
ロ
利
り
外
凶
貿
易
を
三
つ
の
見
一
倒
的
競
争
者
に
正

h
τ
板
め
て
囚
灘
で
ゐ
る
c

一昨
l
t

地
か
ら
考
察
し
ゃ
フ
ー
郎
も
(
一
主
ロ
利

ω植
民
地
互
関
税
制
監
は
殆
ん
ど
打
械
l
得
3
る
も

ω
ご
な
る
山
で

ぴ
諸
外
凶
り
凶
内
ム
柴
山
後
十
泌
が
英
吉
利

ω外
凶
叫
H
H
剖
一
ゐ
る
。
英
吉
利
的
品
川
議

ω一
則
容
た
る
諸
問
幽
に
於
川
i

J

に
及
ば
す
影
響
、
(
二
)
外
凶
競
争
が
英
吉
利
の
輪
出
資
一
業
俊
迭
に
閲
す
る
若
干
の
叩
貨
は
、
陛
剛
弁
の
蚊
態
ー
か
一
川

易
に
及
ば
す
影
響
、
(
二
一
)
英
古
利

ω商
品
が
新
市
場

4

佐
一
閥
貿
易
に
闘
し
て
如
何
に
縫
化
し
っ
、
ぁ
J
G

か
を
一
小

開

拓

す

る

可

能

性

的

三

紡

で

ゐ

る

。

一

し

、

英

古

利

の

現

朕

を

明

白

な

ι一
し
む
る
で
あ
ら
う
E

三
英
七
ロ
一
利

ω楠
民
地
及
び
諸
外
闘
の
随
一
戦
後
に
於
げ
る
各
凶

ω英
吉
利
か
ら

ω購
買
減
少
は

内
工
業
川
り
後
詮
が
英
古
利

ω外
側
貿
一
宮
に
戦
後
の
困
飢
又
は
経
一
説
仰
裂
の
崎
川
的
現
象
を
一
不

に
留
ら
守
、
世
田
町
ゆ
工
業
力
的
一
盤
仙
ぞ
一
不
す
も

ω
で

H

却

に

及

ば

す

影

響

一

一
あ
っ

c、
英
古
利
は
此
等

ω後
化
山
道
程
に
於
て
損
害

戦
前
英
主
利
は
共
り
食
儲
け
附

υ
問
割
、
羊
毛

ωよ
り
↑

一

被

z
る
Z

得
ェ
い
の
で
あ
る
。

大
い
な
る
削
合
・
石
炭
り
全
部
、
鍬
鱗

ω約
四
分
一
μ

二一

z
咽

い
一
生
産
し
て
ゐ
化
。
英
古
利
閥
民

ω
生
活
に
必
要
な
る
一
濠

W
に
於
て
は
農
業
以
外
の
皇
室
ぴ
商
業
に
従
事

禁
他

ω多
数

ω貨
物
に
謝
し
て
は
、
外
闘
の
資
制
脚
に
依
す
る
人
口
の
割
合
は
、
急
激
に
増
加
し
て
ゐ
る
o

一
入

頼
し

τゐ
花
。
斯
ゐ
立
場
仁
め
る
岡
家
は
、
諸
外
国
に
九
四
年
に
於
り
る
製
諮

L
業
の
従
業
者
は
約
十
三
高
三

雑

世話

英
古
制
山
商
工
立
同
政
策

第
二
十
三
谷

(
第
三
枕
一
一
↓
長
)

四
入
五



雑

録

英
古
制
の
印
3
立
岡
政
策

tβ 

巷

(
第
三
股

，、

刊、」、

円
レ
ノ
プ

千
人
で
ゐ
っ
た
が
、
一
九
一
二
年
に
は
約
三
十
九
高
五
人
九
一
年
に
は
会
人
口

ω六
入
・
二
併
で
あ
っ
た
が
、
一

千
人
ご
な

h
、
約
三
倍
に
増
加
し
た
る
も
、
総
人
口
は
九
二
一
年
に
は
五

0
・
五
%
に
減
退

L
た
。
工
業
従
業

六
二

μ
尉
加
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
O
九
|
|
一
一
一
一
一
者
は
一
人
九
O
年
に
は
三
六
九
、
五
九
五
人
で
ゐ
っ
た

年
正
一
九
一
九

1
l二
三
年
己
的
期
聞
を
比
岐
す
れ
ば
一
が
、
一
九
二
O
年
に
は
六
八
五
、
コ
一
四
九
人
ご
な
り
、

一珠洲

ω英
古
一
利
本
凶
V
ら
的
輸
入
は
、
約
三
分

ω
一
一
八
五
・
四
%
増
加
L
た
・
』
之
、
な
る
o

会
人
口
は
比

ω

(
貨
附
仙
川
に
総
動
な
さ
も
り
ピ
し
て
)
減
少
し
・
此
的
一
期
間
に
入
一
入
必
増
加
し
た
。
農
業
以
外
的
諸
産
業

期
間
仁
於
リ
る
限
界
各
凶
か
ら

ω輸
入
は
、
一
様
洲

ω人
一

ω後
遠
山
給
米
ご
し
て
、
農
業
従
業
者
は
一
八
九
一
年

口
が
二
二
必
増
加
ぜ
る
に
拘
ら
す
、
一
一
生

h
m加
を
示
し
一
に
は
全
峨
業
者
の
四
五
・
入
%
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一

て
ゐ
な
レ
o

泌
洲

ω
各
職
業

ω就
業
者
的
百
分
比
二
市
一
一
-
年
に
は
三
四
・
二
一
%
ご
な
っ
た
o
加
余
附
に
於
け
る

せ
ば
、
白
山
川
刷
業
八
・
七
〆
戸
、
商
業
一
五
・
三
折
、
迩
総
一
部
品
開
化
及
び
工
業
化
の
一
般
行
粍
は
、
稼
洲
に
於
げ
る

業
九
・
O
%
、
工
業
三
一
・
ニ

μ、
鉱
業
二
・
九
折
、
良
一
一
か
如
〈
急
激
で
は
な
レ
が
、
併
し
製
治
Hm
に
謝
し
て
他

業
二
ニ
・
人

μ
、
家
庭
使
川
人
九
・
一

M
ピ
な
っ
て
ゐ
一
闘
に
依
制
制
す
る
こ
ご
は
大
い
に
械
出
世
し

τ
ゐ
る
o

英
吉

る
o

諒
洲
が
府
来
世
界
市
場
に
於

υる
製
品
川
口
山
叫
大
い
γ

一
一
利
本
闘
か
ら
の
聡
入
は
、
一
九
O
九
|
|
一
一
一
一
年
か
ら

な
る
購
買
者
Z
な
る
こ
ピ
は
多
分
な
か
ら
う
o

今
日
誠
一
一
九
一
九
|
|
一
一
一
二
年
に
至
る
迄
に
三
五
・
六
%
減
少

洲
は
食
脇
及
び
原
料
を
販
貞

L
・
製
治
品
を
購
買
す
る
一
し
た
。
而

L
亡
加
奈
陀
の
飽
総
入
は
、
前
十
年
間
に
於

農
業
国
ピ
宥
倣
き
る
、
も
、
間
b
な
〈
白
川
町
圏
内
』
な
る
一
げ
る
一
一
一
一
一
係
に
比
し
て
一
三
二
必
増
加
し
た
品
に
池
干
き

で
あ
ら
う
。
王
子
ふ
の
は
近
代
工
業

ω捕
基
性
原
料
を
一
な
い
。
共
の
人
口
は
二
一
一
%
増
加
し
た
。
英
古
利
の
他

豊
自
に
有
す
る
か
ら
で
め
る
o

一
の
局
側
が
間
も
な
く
殆
ん
ど
工
業
的
自
給
朕
態
ピ
な
る

加
十
日
小
陀
も
出
陣
洲
正
岡
慌
に
工
業
化
L
、
突
古
利
の
農
を
疑
ム
伶
地
が
な
い
の
で
あ
る
。

業
尉
岡
た
る
性
債
を
失
ひ
っ
、
あ
る
。
農
村
人
口
は
一
南
阿
も
工
業
的
自
給
の
方
向
に
迅
速
に
進
ん
で
ゐ



る
。
此

ω事
は
、
各
械
の
峨
業
統
計
仁
就
J

し
見
る
に
、
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
工
業
俊
民
の
庶
比
四
結
果
で
あ
る
己

採
洲
及
び
加
公
陥
の
如
〈
明
瞭
で
は
な
い
o

蓋
し
弦
に
は
、
一
見
矛
盾
り
如
〈
で
ゐ
る
o

け
れ
ど
も
工
場
生
産

於
て
は
、
総
て
の
不
熟
練
労
働
は
川
市
人
に
依

τ
行
は
方
法
の
採
川
に
依

τ失
業
す
る
こ
己
、
な
っ
た
、
従
来

れ
、
比
較
[
得
べ
き
材
料
は
欧
雑
巴
人
に
的
み
通
則
さ
農
業
以
外
の
諸
産
業
に
従
事
せ
る
村
法
人
口
は
、
餓
死

れ
得
る
か
ら
で
め
る
。
一
九
二
↑
年
に
於
り
る
主
要
職
一
す
る
か
又
は
農
業
に
従
事
す
る
の
外
遊
ぶ
べ
き
途
が
な

業
従
業
者
内
百
分
比
は
、
農
業
三
五
、
商
業
一
九
、
工
一
い

o
rか
ら
印
皮
の
工
業
化
内
俊
艇
は
、
暫
時
農
業
者

業
一
八
・
八
、
肉
山
峨
恭
一
一
-
三
、
運
輸
業
六
・
一
で
ゐ
一
の
歎
を
増
す
で
の
ら
う
o

印
度
内
近
代
的
議
工
業
が
資

る
o

市
川
の
工
業
生
岸
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
一
年
本
主
義
的
に
組
繊
き
る
、
事
は
、
持
働
者

ω消
品
目
力
を

乃
重
二
一
年
刷
に
斗
一
応
籾
(
貨
幣
倒
低
に
盤
勘
な
き
も
増
大
す
る
に
興
っ
て
無
力
t
あ
っ
て
、
且
つ
重
大
な
る

の
t
L
E
)
は
一
一
一
仰
い
に
増
加
し
、
工
業
に
於
け
る
石
災
失
業
問
題
を
悲
越
し
、
新
〈
て
比
等
失
業
者

ω
泊
抗
力

的
投
り
迅
逃
な
る
増
加
、
従
て
工
場

ω馬
力
放
的
大
い
一
を
減
少
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
o

克
仁
斯
る
諸
工
業
は

な
る
増
加
を
示

L
て
ゐ
る
o

市
川
は
岡
山
刊
泊
設
に
必
要
一
多
駄
の
人
々
や
農
業
に
遂
ひ
込
む
こ
ご
に
肉
て
、
総
人

な
る
貨
物

ω
大
部
分
を
拠
地
す
る
や
う
に
な
h
っ
、
め
一
口
の
四
分

ω
三
に
注
す
る
農
業
人
口
の
例
々
の
泊
掛
力

る
。
一
九
の
一
九

|
i
一
一
三
年
か
ら
一
九
一
九
|
|
一
一
一
一
一
を
減
少
す
る
で
あ
ら
'
フ
。
事
質
上
農
業
従
業
者

ω
割
合

年
に
至
る
期
間
川
輸
入
増
加
U
、
一
・
五

μ(貨
術
開
聞
紙
が
僅
少
に
増
加
す
る
に
過
ぎ
な
レ
ご
す
る
な

ι一
ば
、
各

に
強
動
な
き
も
の
ご
[
て
)
に
過
ぎ
さ
る
仁
、
市
阿
在
仰
人
己

L
て
の
印
度
人
的
生
主
席
カ
は
大
い
に
減
地

L
、

佐
的
鰍
人
山
り
数
が
-
六
M
W

柑
加

L
た
る
一
品
質
は
、
南
側
一
日
輸
入
は
増
加
す
る
よ
h
も
減
少

1
る
で
め
ら
う
。
輪
入

の
丁
寧
恥
的
自
給
り
俊
民
を
示

τも
の
で
あ
る
o

口
聞
を
吸
欣
す
る
印
皮
人
の
能
力
以
誌
に
僻
少
で
あ
っ
て

印
度

ω朕
践
は
上
越
せ
る
諸
地
方
山
如
〈
明
隙
で
は
|
一
ヶ
年
一
入
賞
h
，
問
弗
以
下
で
あ
る
|
此

ω僅
少
な

な
い
。
最
近
印
度
に
於
て
は
農
業
従
業
者
の
敷
が
増
加
る
能
力
で
き
へ
も
減
少
す
る
仁
は
、
農
業
資
狐
仁
劃
す

凹

久

七

総

英
士
引
剥
H
V

耐
1
4
3
同
世
誌

華事

M
L
ニ
イ
三
巷

(
弟
三
凱
一
三
七
」



雑

地

英
古
利
。
向
仁
立
凶
此
筑

る
人
口
増
加
の
些
少

ω
刷
出
泊
を
要
す
る
に
過
ぎ
な
い
で

あ
ら
う
。
印
度
人

ω
一
般
朕
雌
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
印
度

の
紘
一
泡

ω総
入
減
少
は
永
久
的

ωも
の
に
あ
ら
宇
ご
す

る
も
、
近
、
さ
附
川
市
引
に
於
て
若
し
〈
増
加
せ
な
い
で
あ
ら

が
丸
山
川
に
就
rL
も
上
池
せ
る
工
業
化
の
泌
総
は
同
慌
に

蛍
欣
土
る
の
で
あ
る
。
支
那
小
り
ソ
エ
業
後
迷
仁
閲
す
る
統

討
を
叫
腕
〈
M
Y

潟
め
に
、
工
場
生
産
が
如
何
に
込
迩
に
手

工
業
及
び
外
凶
聡
入
に
代
り
つ
、
あ
る
か
を
示
し
得
な

い
。
併
し
支
那
年
続
に
記
載
さ
れ
い
に
ゐ
靖
上
場
伝
詳
細

に
調
査
す
る
時
は
、
支
那
に
於
け
る
諸
-i
場
は
、
機
械

生
熊
物
を
吸
牧
す
る
人
民
的
能
力
ご
一
同
伐
に
急
激
r-
増

加
し
っ
、
あ
る
も
、
外
凶
質
坊
の
数
字
は
会
館
正

L
J
L

屯
も
迅
速
な
る
増
加
堂
示
し
居
ら
す
ご
の
印
象
を
典
ふ

る
で
あ
ら
う
。

英
有
利
的
他
的
大
い
な
る
取
引
闘
が
、
工
業
品
W
官

給
に
向
ひ
っ
、
山
一
る
は
周
知
の
事
買
で
あ
る
o

北
米
令

官
町
及
び

r
rは
、
大
戦
中
仁
甚
ピ
迅
遜
な
る
工
業
的

進
歩
を
透
け
、
現
今
雨
闘
の
英
吉
利
hr
も
の
輸
入
は
著

し
〈
(
約
四
分
の
こ
減
少
L
K
o
大
戦
が
獅
逸
的
外
悶

一
三
へ
)

貿
易
に
如
何
な
る
、
永
水
久
的
山
拶
扱
醐
響
背
を
刊
及A
ぽ
し
た
る
炉
ゲ
e

常
に
断
一
言
百
す
る
は
、
早
計
に
失
す
る
も
、
右
山
雨
同
聞
記

同
は
で
あ
ら

F

フ
O

少
な
く
ご
も
獅
逸
は
今
後
十
年
又
は

二
十
年
間
は
、
戦
前
の
如
〈
英
吉
利
の
善
い
取
引
先
己

は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
o

ご
一
式
ふ
山
は
獅
逸

ω需
要
は

英
吉
利

ωそ
れ
ピ
同
一
方
向
に
向
ふ
の
で
あ
っ
て
、
原

料
及
び
食
抑
制
を
供
給
す
る
諸
国
正
取
引
す
る
を
有
利
己

す
る
か
ら
下
あ
る
o

日
岡
山
本
に
掛
す
る
賂
京
市
の
外
国
貿
易
の
常
民
は
、
上
逃

せ
る
話
闘
に
謝
す
る
よ
り
も
、
明
ら
か
に
好
都
合
で
あ

る
o

南
米
は
仮
燥
な
る
燃
料
を
快
く
が
骨
川
酌
に
、
工
業

的
後
瓜
ゆ
徴
候
は
未
に
殆
ど
之
h
f
L

一
市
[
て
ゐ
な
い
1
0

併

し
疑
も
な
〈
賂
来
に
於
て
は
大
量

ω
水
力
屯
気
が
利
用

さ
晶
、
も
、
之
が
畿
日
出
に
は
数
十
年
を
嬰
す
る
で
あ
ら

う
ο

従
て
其
の
問
、
閥
内
工
業
日
聞
が
外
凶
輸
入
口
仰
を
抑

脱
す
る
こ
ピ
は
些
少
た
る
で
あ
ら
う
。

露
官
町
の
真
相
を
知
る
は
不
可
能
な

ιを
以
て
、
一
也

、
き
終
来
に
於
け
る
世
界
貿
易
へ
の
増
加
に
就
て
、
疋
確

に
判
断
1
得
な

ν。
併
[
恐
ら
く
露
両
型
は
、
工
業
組

織
の
畿
蓮
そ
れ
白
離
を
目
的
，
こ
せ
す
、
寧
λ
農
業
の
従

一一一

第
二
十
三
在

(
第
三
披

回
入
八



国
刷
物
ご
し
て
、
之
が
授
迭
を
徐
々
に
困
る
で
ゐ
ら
う
。
上
越
せ
る
如
(
英
吉
利
は
一
九

O
O年
以
前
に
於

τ

此
等
の
工
業
が
俊
迭
す
る
迄
、
多
数

ω貨
物
が
総
入

3

1

一
世
界
市
場
に
優
越
し
て
ゐ
た

Q

併
し
共

ω頃
か
ら

れ
、
殊
に
農
業
を
近
代
化
す
る
た
め
、
農
業
機
械
が
総
獅
逸

ω
競
争
が
烈
し
く
な

b
、
英
吉
利
商
人
は
獅
逸
商

入
さ
る
、
で
あ
ら
う
。
此
の
貿
易
の
利
得
は
、
恐
ら
〈
人
に
反
成
を
懐
〈
に
去
っ
た
。
湖
逸
の
工
業
は
最
近

ω

主
ご
し
て
濁
逸
に
締
す
る
で
め
ら
う
じ
若
[
北
米
合
衆
後
達
に
か
、
h
f
、
従

τ同
州
事
の
不
利
智
被
る
こ
記
な

闘
が
露
両
直
正
友
情
聞
係
を
確
立
す
る
な
ら
ば
、
第
二
く
、
其

ω商
人
は
自
己
の
商
品
十
旺
持
に
紹
介
す
る
に

に
北
米
に
印
刷
す
る
で
ゐ
ら
う
o

品
川
近
に
於
げ
る
英
古
利
進
取
的
で
あ
う
Jt
、
従
来
の
英
有
利
商
工
業
中
部

ω駕
式

か
ら
露
両
M
M

ヘ

ω輪
山
は
、
戦
前
り
三
分
り
一
(
貨
枇
w

な
芥
山
地
な
遺
方
一
か
品
取
早
や
川
県
カ
己
な
れ
る
を
一
不

L
て
ゐ

師
側
他
に
後
動
な
き
も

ω
ご
し
て
)
以
下
に
減
退
し
て
ゐ
了
。
。
殊
仁
市
川
に
於
り
る
偶
品
喝
の
品
目
瓜
は
且
一
川
迷
で
ゐ
つ

る
。
此
ゆ
輪
出
は
近
一
-3
鵡
川
市
仁
於
1
梢
増
加
す
る
も
、
一
て
、
一
九

O
O年
以
来
柏
封
的
に
英
吉
利
を
凌
駕
し
て

従
来
の
英
古
利
及
び
仰
附
聞
か
ら
の
脊
修
H

聞
の
輪
山
一
ゐ
る
。
大
戦
は
一
時
猫
逸
を
競
守
外
に
馴
遂
せ
る
も
、

は
、
今
後
会
〈
市
場
を
見
出
さ
な
い
で
あ
ら
う
o

併
し
一
岡
山
に
英
古
利
は
此
義
的
取
引
先
を
失
ふ
化
。
英
士
ロ
利

機
械
を
輸
出
す
る
ニ
ぜ
は
、
貸
金

ω卵
を
生
む
詩
烏
tvて
か
ら
獅
逸
へ
の
輸
出
は
、
一
九
一
九
|
|
二
三
年
に
は

殺
す
も

ωで
ゐ
っ
て
、
露
商
並
的
比
般
的
若
L
い
機
械
↑
一
九

O
九
|
|
二
二
年
内
四
分
の
一
に
も
迷
せ
な
い
有

ω輸
入
は
・
自
給
朕
践
が
迅
迷
に
近
づ
き
つ
、
あ
る
事
一
様
で
あ
る
一
、

を
一
市
す
も
ゆ
で
ゐ
る
o

銭
面
盟
が
工
業
品
の
大
市
場
二
同
時
に
日
本
H
A

ぴ
北
米
合
来
酬
は
・
世
界
貿
易
的
恐

な
り
つ
、
あ
ゐ
か
否
か
は
疑
問
で
め
る
が
、
英
古
利
が
る
ぺ
き
競
争
者
ご
な
っ
た
。
附
岡
は
戦
時
樹
格

ω影
響

此
山
貿
易
(
主
正
し
て
機
械
が
ら
な
ゐ
)
に
於
工
大
い
な
を
受
け
て
、
工
業
能
力
を
自
給
以
上
に
俊
民
せ
[
め
、

る
利
得
を
得
ゐ
か
否
か
は
誕
に
疑
問
で
ゐ
る
o

必
然
的
に
外
凶
市
場
を
求
む
る
仁
歪
つ
わ
い
0

合
衆
閥
的

四
英
吉
利
ピ
世
界
貿
易
に
謝
す
る
外
岡
競
争
輪
山
は
一
九

O
九
一
一
二
年
か
ら
一
九
一
九
|
|
二

調t

英
士
口
利
自
前
1
立
同
政
鏑

~~，~ 

部
ニ
+
一
ユ
在

(川伸一二統一一一力

同
入
九



期H

車k

外
ニ
イ
三
容

来

古

利

の

尚

工

立

問

政

銃

(

川

知

-

一

一

政

一

一

凹

C
」

凹

九

O

三
年
迄
に
四
五
%
増
加
し
、
日
本
は
九
O
%
増
加
し
ゐ
る
。
濁
逸
は
中
部
及
び
東
部
欧
洲
諸
国
正
の
貿
易
じ

た
。
而
し

τ英
古
利
内
輪
山
は
此
的
期
間
に
一
二

μ
減

就

τ、
過
大
の
利
符
を
占
む
る
で
あ
ら
う
。
特
殊
商
品

少
し
L
ゐ
る
(
貨
鮮
側
伯
に
制
捜
酬
な
き
も
の
ご
し
て
)
。
一
の
製
諮
仁
閲
し
て
・
特
殊
利
盆
を
布
す
る
に
あ
ら
古
れ

山
本
仇
げ
か
昨

γ
f
f
r、
rH
山中山
u
r
A中一ロ一

w
v町一。、へ
γ紘
一
ば
、
此

ω方
面
に
於

t
獅
地
正
統
守
す
る
を
待
な
い
で

晶
子
昨
日

v
v、ル
M
r
r
f
r
ル
vrh丸山ロ
w
v
m州
防
即
↑
あ
ら
う

o上
述
ゼ
る
如
〈
、
一
説
西
斑
は
共
の
必
要
ご
す

ー
、
‘
.
.
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--l
・

i
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H
剖

γ
凌
抑
制
し
、
英
古
川
判
ピ
叫
肌
守
Uτ
支
那
に
工
場
J

ヤ
設
一

4
G
製
地
Hm
仁
謝

L
1
.
外
側
資
制
酬
に
依
頼
す
る
芯
ぶ
を

r
r
r
r
J
r昨
昨

r
rゲ
ro
合
衆
凶

ω外
閥
貿
易
一
宅
も
布
せ
な
レ
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

J
エ
ツ
?

の
鳩
加
以
、

H
本

ωそ
れ
り
如
く
、
一
地
域
に
集
巾
さ
一

λ

ロ
グ
ア
キ
ア
及
川
凶
作
品
他
の
中
部
欧
洲
の
新
興
闘
に
就

れ
て
ゐ
な
い
が
、
其
心
沿
大
り
利
付
は
東
洋
方
而
に
於
↑
て
も
同
時
で
あ
る
。

τ示
品
れ
て
ゐ
る
o

併
l
欧
洲
M
A
び
市
阿
に
於
て
も
大
一
五
新
市
場
開
拓
の
可
能
性

い
な
る
滋
川
此
が
芯
起
さ
れ
に
o

一
従
来
大
量
の
工
業
品
を
総
入
ゼ
る
諸
闘
の
園
内
工
業

真
に
興
味
ゐ
る
貼
は
、
英
士
ロ
利
の
若
干

ω町
f
f
r
十
山
口
位
法
、
会
糸
閥
・
日
本
及
び
獅
逸

ω放
年
カ
の
附
加

山
地
が
共
的
製
池
工
業
日
間
に
劃
す
る
市
場
を
探
求
し
、
有
一
一
見
に
山
及
川
W
満
明
い
り
情
味
川
官
山
干
し
W
W同
附
削

W
1
常
一
品
川

利
仁
生
産
(
符
る
貨
物
を
隣
国
じ
供
給
す
る
北
(
の
能
力
一
ば
、
英
古
利
の
外
閤
貿
易
に
t
h
J
て
ね
‘
新
市
川
帽
を
関

一
、
、
、
、
、

.. 

、
、
、
.
、
、
.
‘
.
、

.. 

、

が
問
題
己
な
り
つ
}
め
一
号
』
ご
で
あ
る
。
工
業
自
給
朕
十
拓
す
る
己
い
ふ
唯
一
の
希
叫
が
残

J

ノ
て
ゐ
る
。
新
市
場

態
か
ら
輪
出
者
ざ
し
1
世
俳
商
業
に
奉
加
す
る
は
、
ほ
一
的
開
拓
己
似
に
組
川
制
さ
れ
た
る
市
場

ω燐
朕
己
は
之
-Y

ん
の
一
正
足
で
あ
る
。
円
本
及
び
合
来
図

ω政
官
瓜
は
よ
一
般
縫
に
区
別
し
得
な
い
が
、
輸
出
凶

ω
工
業
的
立
場
か

く
之
を
立
越
し

τゐ
る
o

此
等

ω諸
凶
仁
附
加
し
て
、
一
ら
す
れ
ば
、
役
者
が
よ
h
県
ま
し
い
ー
の
で
あ
る

Q

蓋
し

滴
地
、
稼
洲
H
A
び
加
奈
防
は
、
話
傍
件
が
今
少
し
〈
好
そ
は
現
#
工
業
組
械
的
憐
張
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
i

都
合
ピ
な
る
や
否
や
、
競
守
仁
摩
加
せ
ん
ご
準
備
Lτ

の
で
あ
る
が
、
前
者
は
新
貿
易
の
特
殊
需
要
仁
臆
す
る



が
た
め
仁
、
工
業
組
織
を
著
し
〈
麹
夏
す
る
を
要
す
る
な
い
。
ク
?
f
1
ン
ス
ラ
ン
ド
(
濠
洲
の
一
洲
)
の
砂
糖

か
ら
で
あ
る
o

然
る
に
般
に
述
べ
た
る
所
よ
b
考
ふ
れ
栽
培
地
方
に
於
て
も
、
油
類
の
飲
用
は
多
一
量
で
ゐ
っ
て

ば
、
直
市
場
の
燐
張
は
南
米
に
於
て
・
新
市
場
の
開
後
一
共
的
家
事
純
一
併
は
全
然
欧
洲
式
で
あ
る
。
然
る
に
欧
羅

は
阿
弗
利
加
、
マ
レ
イ
、
東
印
度
及
び
北
部
臨
時
洲
に
於
一
巳
人
が
熱
帯
生
活
に
油
騰
す
る
が
た
め
に
、
家
計
及
び

て
些
み
得
べ
き
で
ゐ
る
o

従
て
締
官
棋
の
貿
易
問
題
以
、
一
生
産
経
済
を
改
他
出
す
る
に
依

τ、
工
業
日
開
に
謝
す
る
欲

主
ご
し
て
熱
帯
地
方
崎
拓

ω
問
題
で
あ
る
o

一
却
を
大
い
に
減
じ
、
斯
る
商
品
の
需
要
は
強
想
以
上
に

白
人
が
熱
帯
地
与
に
居
住
し
て
活
動
し
得
る
や
否
や
一
減
宇
る
で
ゐ
ら
う
。
欧
緯

U
人
が
熟
柿
生
活
に
麹
肱
す

は
、
永
解
決
的
問
問
で
あ
る
が
、
余
は
成
る
候
何
が
充
一
る
に
よ
っ
て
、
比
(
の
生
活
方
法
が
極
め

τ
簡
易
ご
な

た
?
。
、
な
ら
ば
、
之
を
日

H
Eせ
ん
E
す
る
も
の
で
あ
り
、
欧
洲
の
工
業
ロ
川
一
し
封
ず
る
有
放
需
要
を
、
潟
帯
地

る
。
此
等
の
諸
保
件
の
主
た
る
も
の
は
、
恨
A
T
白
人
一
伊
方
の
同
胞
よ
り
も
、
遂
に
低
下
せ
し
む
る
所
の
生
産
減

禁
酒
者
に
な
ら
?
と
す
る
も
、
少
な
〈
正
も
強
烈
な
る
少
(
能
率
及
び
噌
射
の
減
少
に
基
い
て
)
を
惹
起
す
る
こ

酒
級
を
筒
し
、
同
調
い
酒
類
を
泡
皮
に
飲
用
す
る
ヨ
』
正
、
一
吉
は
、
余
の
櫛
信
で
あ
る
o

従

τ白
人
が
熱
帯
地
方
に

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
熱
帯
地
方
で
強
い
酒
を
飲
用
す
る
こ
一
迅
速
に
移
住
す
る
芭
す
る
も
、
製
造
工
業
品
に
劃
す
る

正
は
、
白
人
の
健
康
を
非
常
に
害
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
貿
易
を
大
い
に
後
展
せ
し
め
な
い
で
あ
ら
う
。

こ
の
僚
件
は
向
人
の
家
制
経
憐
及
び
欧
洲
的
生
滞
緩
抑
制
↑
然
ら
ば
閏
有
の
熱
帯
住
民

ω
間
に
新
市
場
を
閲
拓
す

を
改
治
す
る
こ
ご
で
あ
の
、
第
三
の
僚
件
は
熱
帯
的
街
一
る
可
能
性
が
あ
る
で
ゐ
ら
う
か
o

卒
に
[
て
質
際

ω
目

生
及
び
際
抽
出
に
閲
す
る
現
在
の
智
識
を
充
分
仁
利
用
し
一
的
の
た
め
に
、
此
の
問
題
を
充
分
正
確
に
回
答
す
る
に

且
つ
之
を
迅
速
に
背
及
す
る
・
』
古
で
め
る
。
一
足
る
多
少
の
材
料
が
弁
し

τゐ
る
。
ジ
ヤ
〆
は
総
て
の

欧
雑
巴
人
は
斯
る
諸
脇
陣
件
を
充
た
し
得
な
い
の
で
は
熱
帯
の
嵐
傾
中
、
最
も
善
〈
統
治
苫
れ
て
ゐ
る
も
の
、

な
い
が
、
今
仰
は
充
分
に
斯
る
心
的
傾
向
を
示
L
て
ゐ
一
で
あ
る
が
、
其
の
貿
易

d
h
L
て
、
欧
洲
の
工
業
口
問

雑

銑

英
士
刊
剥
内
向
ユ
立
岡
政
策

第
一
十
一
一
在

(
罫
三
腕
)
凹
一
)

削

iL 
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袈
之
英
有
利
的
市
川
王
立
刷
政
策
は
、
数
ト
年
以
凶
的

、
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、
.
、
‘
，
、
，
.
、
‘
... 
、
、
.
、
.
、
‘
... 
‘
白
、
.
、
‘
.
、
、

知
〈
共
の
人
口
を
維
持
す
る
に
は
H
M
H十
L
Y

泊
廿

3
る
も

.. 
、
、
、
‘
.
‘
... 
、
.
、
、
‘
.
‘
.
‘
.
‘
.
、
.
‘
.
‘
.
、
、

の
で
あ
る
。
兆
六
利
は
除
り
仁
尚

i
来
に
州
刊
さ
、
内
局
来

、
.
、
.
、
‘
.
、
.
、
.
、
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仁
は
会
川
帆
来
お
り
問
問
仁
九
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が
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も
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、
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布
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は
M

相
川
昌
れ
て
ゐ

ιω
共
有
川
い
か
叫
配
的
一
人
川
を
A
H
瑚

、
、
、
、
.
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.
、
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、
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的
な
る
生
活
川
川
平
山
下
に
於

c維
持

uん
‘
じ
す
る
な
ら

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ‘
.
、
.
、
、
‘
.
、
、
.
、
.
、

ば
、
農
業
叫
似
一
怖
に
M
刀
め
な
け
れ
ば
な
ら
叫
。
英
有
利

じ
倣
ム

τ仁
染
川
内
心
な
ら
ん
己
一
則
ふ
も
の
は
、
附
川
山
り

利
付
U
努
力
す
る
に
侃

I
る
か
一
合
か
を
以
利
す
る
が
よ

い
九
工
業
的
従
腿
に
よ
っ
て
大
い
に
利
せ
ん
ど
ず
る
人

々
は
、
制
人
的
利
如
何
己
一
凶
家
リ
A
H
附
県
内
一
州
一
枇
ピ
を
混

同
す
る
も
の
ピ
耐
ふ
べ
き
で
め
る
。


